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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）とポリアミド樹脂（Ｂ）とをグラフト重合させて得ら
れる樹脂（Ｃ）を、さらに、エポキシ基を１分子中に２つ以上有するエポキシ基含有樹脂
（Ｄ）とグラフト重合させて得られる、グラフト共重合体（Ｇ）を含有し、前記酸変性ポ
リオレフィン樹脂（Ａ）と前記ポリアミド樹脂（Ｂ）と前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）と
の合計を１００質量％とするうち、前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）が８５～９８質
量％、前記ポリアミド樹脂（Ｂ）が１～９質量％、前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）が１～
１４質量％の範囲内で含まれることを特徴とする接着性樹脂組成物。
【請求項２】
　前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）が、酸変性ポリプロピレン系樹脂であることを特
徴とする請求項１に記載の接着性樹脂組成物。
【請求項３】
　前記グラフト重合が、溶融グラフト重合であることを特徴とする請求項１または２に記
載の接着性樹脂組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の接着性樹脂組成物から形成される、フィルムまたはシ
ートからなることを特徴とする接着性樹脂成形体。
【請求項５】
　基材の少なくとも片面に、請求項１～３のいずれかに記載の接着性樹脂組成物からなる
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接着性樹脂層が積層されてなることを特徴とする積層体。
【請求項６】
　共押出法によって積層された複数の樹脂層のうち、少なくとも片方の表面層が、請求項
１～３のいずれかに記載の接着性樹脂組成物からなる接着性樹脂層であることを特徴とす
る積層体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接着性の優れる接着性樹脂組成物、接着性樹脂成形体、及び積層体に関し、
特に、金属材料に対する接着性に優れるものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、オレフィン樹脂を金属材料と接着させる場合、オレフィン樹脂に無水マレイン酸
などをグラフト重合させたポリエチレンや、グリシジルメタクリレートを共重合させたポ
リエチレンが使用されている。しかし、それら樹脂単体では、金属材料に対して十分な接
着力が得られない場合が多いため、さらなる成分を配合することが検討されている。
　例えば、特許文献１には、無水マレイン酸変性ポリエチレンと、脂肪族ジカルボン酸の
ジグリシジルエステル等の多官能脂肪族エポキシ化合物との混合物に関して記載されてい
る。また、特許文献２には、ポリプロピレン、無水マレイン酸変性ポリプロピレン、エチ
レン―グリシジルメタクリレート共重合体をブレンドした樹脂に関して記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２６９６０９号公報
【特許文献２】特開２０１０－２４１９２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１では、ポリエチレン樹脂を主成分としたブレンド樹脂が記載
されているが、ポリエチレンが主成分であるため耐熱性が低く、その樹脂組成物を用いた
フィルムが金属接着後８０℃を超える温度環境下に保管された時、金属から剥離してしま
う。また、特許文献２では、プロピレン系重合体３０～６５質量％、酸変性ポリプロピレ
ン系重合体５～２０質量％、エポキシ基含有ポリエチレン３０～５０質量％であるブレン
ド樹脂が記載されているが、プロピレン系樹脂とエチレン系樹脂を単にブレンドしている
だけであるため、接着強度や、その他の物性でバラつきが発生し、またフィッシュアイの
発生による外観不良も発生する。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、接着性の優れる接着性樹脂組成物、
接着性樹脂成形体、及び積層体を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するため、本発明は、酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）とポリアミド樹
脂（Ｂ）とをグラフト重合させて得られる樹脂（Ｃ）を、さらに、エポキシ基を１分子中
に２つ以上有するエポキシ基含有樹脂（Ｄ）とグラフト重合させて得られる、グラフト共
重合体（Ｇ）を含有し、前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）と前記ポリアミド樹脂（Ｂ
）と前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）との合計を１００質量％とするうち、前記酸変性ポリ
オレフィン樹脂（Ａ）が８５～９８質量％、前記ポリアミド樹脂（Ｂ）が１～９質量％、
前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）が１～１４質量％の範囲内で含まれることを特徴とする接
着性樹脂組成物を提供する。
　また、前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）が、酸変性ポリプロピレン系樹脂であるこ
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とが好ましい。
　また、前記グラフト重合が、溶融グラフト重合であることが好ましい。
　また、本発明は、前記接着性樹脂組成物から形成される、フィルムまたはシートからな
ることを特徴とする接着性樹脂成形体を提供する。
　また、本発明は、基材の少なくとも片面に、前記接着性樹脂組成物からなる接着性樹脂
層が積層されてなることを特徴とする積層体を提供する。
　また、本発明は、共押出法によって積層された複数の樹脂層のうち、少なくとも片方の
表面層が、前記接着性樹脂組成物からなる接着性樹脂層であることを特徴とする積層体を
提供する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の接着性樹脂組成物は、接着性や、耐熱性に優れており、電気電子部品、自動車
部品など幅広い分野に好適に利用することができる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、好適な実施の形態に基づき、本発明を説明する。
　本発明の接着性樹脂組成物は、酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）とポリアミド樹脂（Ｂ
）とをグラフト重合させて得られる樹脂（Ｃ）を、さらに、エポキシ基を１分子中に２つ
以上有するエポキシ基含有樹脂（Ｄ）とグラフト重合させて得られる、グラフト共重合体
（Ｇ）を含有する。
【０００９】
〔酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）〕
　本発明で用いられる酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）は、不飽和カルボン酸またはその
誘導体で変性されたポリオレフィン系樹脂であり、ポリオレフィン系樹脂中にカルボキシ
ル基や無水カルボン酸基を有する。好ましくは、ポリオレフィン系樹脂を、不飽和カルボ
ン酸またはその誘導体で変性したものである。酸変性ポリオレフィン樹脂における酸変性
方法としては、有機過酸化物や脂肪族アゾ化合物などのラジカル重合開始剤の存在下で酸
官能基含有モノマーをポリオレフィン樹脂と溶融混練する等のグラフト変性や、酸官能基
含有モノマーとオレフィン類との共重合などが挙げられる。
【００１０】
　前記ポリオレフィン類としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ－１－ブテン、
ポリイソブチレン、プロピレンとエチレンまたはα－オレフィンとのランダム共重合体、
プロピレンとエチレンまたはα－オレフィンとのブロック共重合体などが挙げられる。中
でも、ホモポリプロピレン（ホモＰＰ、プロピレン単独重合体）、プロピレン－エチレン
のブロック共重合体（ブロックＰＰ）、プロピレン－エチレンのランダム共重合体（ラン
ダムＰＰ）等のポリプロピレン系樹脂が好ましい。特に、ランダムＰＰが好ましい。
　共重合する場合の前記オレフィン類としては、エチレン、プロピレン、１－ブテン、イ
ソブチレン、１－ヘキセン、α－オレフィン等のオレフィン系モノマーが挙げられる。
【００１１】
　酸官能基含有モノマーとしては、エチレン性二重結合と、カルボン酸基またはカルボン
酸無水物基とを、同一分子内に持つ化合物であり、各種の不飽和モノカルボン酸、ジカル
ボン酸、またはジカルボン酸の酸無水物からなる。
　カルボン酸基を有する酸官能基含有モノマー（カルボン酸基含有モノマー）としては、
アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、ナジック酸、フマル酸、イタコン酸、シトラコ
ン酸、クロトン酸、イソクロトン酸、テトラヒドロフタル酸、エンド－ビシクロ［２．２
．１］－５－ヘプテン－２，３－ジカルボン酸（エンディック酸）などのα，β－不飽和
カルボン酸モノマーが挙げられる。
　カルボン酸無水物基を有する酸官能基含有モノマー（カルボン酸無水物基含有モノマー
）としては、無水マレイン酸、無水ナジック酸、無水イタコン酸、無水シトラコン酸、無
水エンディック酸などの不飽和ジカルボン酸無水物モノマーが挙げられる。



(4) JP 5771493 B2 2015.9.2

10

20

30

40

50

　これらの酸官能基含有モノマーは、酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）において、１種類
を用いてもよく、２種類以上を併用してもよい。
【００１２】
　酸官能基含有モノマーのうち、より好ましくは、カルボン酸無水物基含有モノマーであ
り、より好ましくは、無水マレイン酸である。
　酸変性に用いた酸官能基含有モノマーの一部が未反応である場合は、接着力への悪影響
を抑制するため、未反応の酸官能基含有モノマーを除去したものを、前記酸変性ポリオレ
フィン樹脂（Ａ）として用いることが好ましい。
【００１３】
　酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）におけるプロピレン成分に関しては、該樹脂の耐熱性
の観点により、プロピレン単位が過半量であることが好ましい。ここでいう過半量とは、
酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）に対するプロピレン成分が５０重量％以上のことを意味
する。したがって、前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）としては、プロピレン単位が過
半量である、酸変性ポリプロピレン系樹脂が好ましい。
【００１４】
〔ポリアミド樹脂（Ｂ）〕
　本発明で用いられるポリアミド樹脂（Ｂ）は、主鎖中に、アミド結合（－ＣＯＮＨ－）
の繰り返し構造を有するポリマーである。
　ポリアミド樹脂（Ｂ）としては、ω－アミノカルボン酸の重縮合や環状ラクタムの開環
重合等で得られ、一般式（ＮＨＲＣＯ）ｎで表されるもの；ジアミンとジカルボン酸との
重縮合等で得られ、一般式（ＮＨＲＮＨＣＯＲ’ＣＯ）ｎで表されるもの；ナイロン系エ
ラストマーなどが挙げられる。なお、上記の一般式において、ｎは、繰り返し単位の個数
であり、ＲおよびＲ’は、アルキレン基等の２価の有機基を表す。
　ポリアミド樹脂（Ｂ）として使用できるナイロンとしては、ナイロン６、ナイロン７、
ナイロン１１、ナイロン１２、ナイロン６，６、ナイロン６，１０等が挙げられる。また
、ナイロン系エラストマーとしては、例えば宇部興産株式会社製のポリエーテルポリアミ
ドエラストマーＵＢＥＳＴＡ（登録商標）ＸＰＡ（商品名）などが挙げられる。
【００１５】
　本発明において、ポリアミド樹脂（Ｂ）は、酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）の酸官能
基とグラフト重合可能な官能基（アミノ基）を一方の末端に有し、さらに、エポキシ基含
有樹脂（Ｄ）のエポキシ基とグラフト重合可能な官能基（カルボキシル基またはアミノ基
）を他方の末端に有することにより、酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）とポリアミド樹脂
（Ｂ）とエポキシ基含有樹脂（Ｄ）とが共有結合で連結されたグラフト共重合体（Ｇ）を
構成することができる。
　ポリアミド樹脂（Ｂ）は、相溶性や接着性を向上する点で、数平均分子量（Ｍｎ）が、
５，０００～１５，０００の範囲内のものが好ましい。
【００１６】
〔エポキシ基含有樹脂（Ｄ）〕
　本発明で用いられるエポキシ基含有樹脂（Ｄ）は、エポキシ基を１分子中に２つ以上有
する化合物であり、１つのエポキシ基を、前記ポリアミド樹脂（Ｂ）とのグラフト重合に
用いても、他のエポキシ基を、接着性の改善に用いることができる。
　前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）としては、エポキシ基含有ビニルモノマーの共重合体、
ビスフェノール類とエピクロルヒドリンより合成されるフェノキシ樹脂、各種のエポキシ
樹脂などが挙げられる。
　エポキシ基含有ビニルモノマーとしては、グリシジルメタクリレート（ＧＭＡ）やグリ
シジルアクリレート等のグリシジルエステル類、アリルグリシジルエーテル等のグリシジ
ルエーテル類、エポキシブテン等のエポキシアルケン類などが挙げられる。
　エポキシ基含有ビニルモノマーの共重合体において、エポキシ基含有ビニルモノマーと
共重合される、他のモノマーとしては、エチレンやプロピレン等のオレフィン類、（メタ
）アクリル酸エステル等のアクリル系モノマー、酢酸ビニル等が挙げられる。
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　エポキシ基含有ビニルモノマーの共重合体としては、エチレン―グリシジルメタクリレ
ート（Ｅ－ＧＭＡ）共重合体などが挙げられる。
　フェノキシ樹脂としては、両末端にエポキシ基を有するものが用いられ、そのビスフェ
ノール類としては、ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦやそれらの共重合型などが挙げ
られる。
　エポキシ樹脂としては、ビスフェノール型エポキシ樹脂、ノボラック型エポキシ樹脂、
グリシジルアミン型エポキシ樹脂、グリシジルエステル型エポキシ樹脂などが挙げられる
。
　エポキシ基含有樹脂（Ｄ）は、相溶性や接着性を向上する点で、重量平均分子量（Ｍｗ
）が、５，０００～１００，０００の範囲内のものが好ましい。
【００１７】
〔グラフト共重合体（Ｇ）〕
　本発明の接着性樹脂組成物に含まれるグラフト共重合体（Ｇ）は、前記酸変性ポリオレ
フィン樹脂（Ａ）と前記ポリアミド樹脂（Ｂ）とをグラフト重合させて得られる樹脂（Ｃ
）を、さらに、前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）とグラフト重合させて得られるものである
。中間体の樹脂（Ｃ）は、前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）の酸官能基と、前記ポリ
アミド樹脂（Ｂ）のアミノ基とが、グラフト重合したものであることが好ましい。また、
グラフト共重合体（Ｇ）は、前記ポリアミド樹脂（Ｂ）のカルボキシル基またはアミノ基
と、前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）のエポキシ基とが、グラフト重合したものであること
が好ましい。このようなグラフト共重合体（Ｇ）によれば、前記酸変性ポリオレフィン樹
脂（Ａ）と、前記ポリアミド樹脂（Ｂ）と、前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）とが、グラフ
ト重合することにより、相互の分離を防ぎ、官能基の相乗効果により、金属材料に対して
も、優れた接着力を有することができる。
　また、エポキシ基含有樹脂（Ｄ）のエポキシ基と酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）の酸
官能基との反応性が高い場合であっても、ポリアミド樹脂（Ｂ）を併用して、樹脂（Ｃ）
を生成させることにより、グラフト重合時にゲルが発生しにくくなり、フィッシュアイの
発生を抑制することができる。
【００１８】
　前記グラフト共重合体（Ｇ）は、そのグラフト重合が、溶融グラフト重合に行われるこ
とが好ましい。この溶融グラフト重合は、溶融混練により、装置内でグラフト重合するも
のである。溶融混練の装置としては、一軸押出機、多軸押出機、バンバリーミキサー、プ
ラストミル、加熱ロールニーダーなどを使用することができる。
　溶融混練時の加熱温度は、原料樹脂が充分に溶融する温度で、適宜加熱すればよいが、
熱分解を抑制する観点から、３００℃以下とすることが好ましい。
【００１９】
　前記グラフト共重合体（Ｇ）は、次のいずれの方法によっても、製造可能である。
　（１）　前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）と前記ポリアミド樹脂（Ｂ）とを溶融混
練し、グラフト重合させて得られる樹脂（Ｃ）を押出ペレット化した後、前記樹脂（Ｃ）
と前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）とを溶融混練し、グラフト重合させて得られるグラフト
共重合体（Ｇ）を押出成形する（２工程）。
　（２）　前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）と前記ポリアミド樹脂（Ｂ）とを溶融混
練し、グラフト重合させて得られる樹脂（Ｃ）が溶融状態のまま、さらに前記エポキシ基
含有樹脂（Ｄ）を途中から加えて溶融混練し、グラフト重合させて得られるグラフト共重
合体（Ｇ）を押出成形する（１工程）。
【００２０】
　２段階のグラフト重合を２工程で行い、途中で樹脂（Ｃ）のペレットを得る方法によれ
ば、あらかじめ樹脂（Ｃ）のペレットを製造しておき、前記グラフト共重合体（Ｇ）を製
造する必要が生じたときに、前記樹脂（Ｃ）と前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ）とをグラフ
ト重合するだけで、目的とするグラフト共重合体（Ｇ）を得ることができる。
　２段階のグラフト重合を１工程で行う場合においては、溶融混練の装置を１つ使用する
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だけで、目的とするグラフト共重合体（Ｇ）を得ることができる。装置として、押出機を
用いる場合には、スクリュの根元（後端）側のホッパから、酸変性ポリオレフィン樹脂（
Ａ）と前記ポリアミド樹脂（Ｂ）とを投入し、これらを前（先端側）に送りながら溶融混
練して、樹脂（Ｃ）を合成し、さらに、バレルの途中に設置した別のホッパから、前記エ
ポキシ基含有樹脂（Ｄ）を投入して、溶融混練する。
【００２１】
　本発明の接着性樹脂組成物において、原料樹脂の配合比は適宜設定可能であるが、前記
酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）と前記ポリアミド樹脂（Ｂ）と前記エポキシ基含有樹脂
（Ｄ）との合計を１００質量％とするうち、前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）が８５
～９８質量％、前記ポリアミド樹脂（Ｂ）が１～９質量％、前記エポキシ基含有樹脂（Ｄ
）が１～１４質量％の範囲内で含まれることが好ましい。
【００２２】
〔接着性樹脂層〕
　本発明の接着性樹脂組成物は、本発明の接着性樹脂組成物の溶融混練により得られたグ
ラフト共重合体（Ｇ）を、押出成形する方法により、接着性樹脂層を製造することが可能
である。
　本発明においては、前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）の酸官能基や、前記エポキシ
基含有樹脂（Ｄ）の水酸基及びエポキシ基が存在することにより、優れた接着力が得られ
る。特に、ベース樹脂である、前記酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）の融点（Ｔｍ）に近
い、比較的低温の温度領域においても、優れた接着力が得られ、低温接着性が向上する。
　本発明の接着性樹脂組成物は、その他の添加剤として、充填剤、着色剤、酸化防止剤、
消泡剤、レベリング剤、光吸収剤などを適宜添加することができる。
【００２３】
〔接着性樹脂成形体〕
　本発明の接着性樹脂成形体は、本発明の接着性樹脂組成物から形成され、フィルム、シ
ート等の形状を有する成形体であり、接着性樹脂フィルムや、接着性樹脂シート等として
用いることができる。
　本発明の接着性樹脂成形体は、本発明の接着性樹脂組成物の溶融混練により得られたグ
ラフト共重合体（Ｇ）を、押出成形により、フィルム、シート等の形状に成形する方法で
、製造することが可能である。
【００２４】
　本発明の接着性樹脂成形体は、例えば、下記の（１）～（４）に挙げるような方法で、
被着体と積層し、加熱により、好ましくは、加熱及び加圧により、各種の被着体と接着す
ることが可能である。
（１）被着体の片面に、接着性樹脂成形体を積層して接着する方法。
（２）被着体の両面に、それぞれ別の接着性樹脂成形体を積層して接着する方法。
（３）接着性樹脂成形体の両面に、それぞれ別の被着体を積層して接着する方法。
（４）複数の接着性樹脂成形体と、複数の被着体とを、交互に積層して接着する方法。
【００２５】
〔積層体〕
　本発明の積層体は、基材の少なくとも片面に、本発明の接着性樹脂組成物からなる接着
性樹脂層が積層されてなるものである。前記接着性樹脂層が、基材の片面または両面に設
けられることにより、前記接着性樹脂層を用いて、被着体と接着することができる。基材
としては、基材自体に接着性を有する必要はなく、前記接着性樹脂層と接着可能なものが
好ましい。金属、ガラス、プラスチックなどの各種の基材が挙げられる。
【００２６】
　基材が、熱可塑性樹脂からなる場合は、接着性樹脂組成物の押出成形を、共押出法によ
り行うことが可能である。また、接着性樹脂組成物の押出成形を、押出ラミネート法によ
って行うことも、可能である。
　共押出法によって積層体を製造する場合は、積層された複数の樹脂層のうち、少なくと
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も片方の表面層が、本発明の接着性樹脂組成物からなる接着性樹脂層となるようにする。
【００２７】
　本発明の接着性樹脂積層体が、片方の表面層のみ（基材の片面のみ）に前記接着性樹脂
層を有する場合は、例えば、上記の（１）または（２）に挙げるような方法で、被着体と
接着することが可能である。
　また、本発明の接着性樹脂積層体が、両方の表面層（基材の両面）に前記接着性樹脂層
を有する場合は、例えば、上記の（１）～（４）に挙げるような方法で、被着体と接着す
ることが可能である。
【実施例】
【００２８】
　以下、実施例をもって、本発明を具体的に説明する。
（接着性樹脂フィルムの製造）
　表１に示す組成により、各実施例および比較例のフィルムを製造した。フィルムの製造
は、まず、酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）とポリアミド樹脂（Ｂ）とを溶融混練し、得
られた樹脂（Ｃ）のペレットを作製し、続けてそのペレットとエポキシ基含有樹脂（Ｄ）
を溶融混練後、押出成形により１５０μｍの厚さのフィルム状に成形する方法により実施
した。
【００２９】
【表１】

【００３０】
　なお、表１において用いた略語の意味は、次のとおりである。
　　＜酸変性ポリオレフィン樹脂（Ａ）＞
「ＭＡＨ－ＰＰ」・・・無水マレイン酸変性ポリプロピレン（ρ＝０．８９６ｇ／ｃｍ３

、Ｔｍ＝１４０℃、ＭＦＲ＝７．０）
　　＜ポリアミド樹脂（Ｂ）＞
「ＰＡ（１）」・・・ナイロン６（Ｔｍ＝２２０℃、Ｍｎ＝１１，０００）
「ＰＡ（２）」・・・ナイロン１２（Ｔｍ＝１８０℃、Ｍｎ＝１２，０００）
　　＜エポキシ基含有樹脂（Ｄ）＞
「Ｅ（１）」・・・フェノキシ樹脂の「ＹＰ－５５Ｕ」（ビスフェノールＡ型、重量平均
分子量４０，０００－４５，０００、新日鐡化学株式会社製、商品名、１分子中に２個の
エポキシ基を有する）
「Ｅ（２）」・・・エチレン―グリシジルメタクリレート共重合体（Ｔｍ＝８７℃、ＭＦ
Ｒ＝３８０、ＧＭＡ含有量＝１９質量％、１分子中に多数のエポキシ基を有する）
「Ｅ（３）」・・・エチレン―グリシジルメタクリレート共重合体（Ｔｍ＝１０３℃、Ｍ
ＦＲ＝３、ＧＭＡ含有量＝１２質量％、１分子中に多数のエポキシ基を有する）
【００３１】
（接着強度の評価方法）
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　ＪＩＳ　Ｚ　１５２６に準じて、作製した接着性樹脂フィルムと、厚さが４０μｍのア
ルミ箔とをヒートシールし、得られたヒートシール部の接着強度を、引張速度３００ｍｍ
／分、幅１５ｍｍにて測定した。ヒートシール条件は、１４０℃、１６０℃、１８０℃、
２００℃のうちのいずれかの温度において、圧力０．２ＭＰａで３秒間加熱および加圧す
るものである。
【００３２】
（フィルム外観の評価方法）
　押出成形で作製した接着性樹脂フィルムをロールに巻き取り回収し、このロールからフ
ィルムを再び繰り出したときのフィルムの外観を確認し、フィッシュアイ（未溶融ゲル）
が発生していないものを「○」、フィッシュアイが発生するものを「×」と評価した。
【００３３】
【表２】

【００３４】
　表２に示すように、本発明（実施例１～６）によれば、無水マレイン酸変性ポリプロピ
レン（ＭＡＨ－ＰＰ）をベース樹脂（主成分）とする接着性フィルムにおいて、エポキシ
基含有樹脂と共にポリアミド樹脂を使用したことにより、無水マレイン酸変性ポリプロピ
レンのみの場合（比較例１）よりも高い接着強度が得られた。また、本発明（実施例１～
６）によれば、フィルムにフィッシュアイがなく、良好な外観が得られた。
　無水マレイン酸変性ポリプロピレンにエチレン―グリシジルメタクリレート共重合体の
みをブレンドした場合（比較例２）、押出機内でゲルが発生したためか、フィルムにフィ
ッシュアイが多発し、フィルムの外観が非常に悪くなった。また、接着強度は向上せず逆
に低下した。
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